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号外戦略研究学会 ニューズレター
2005年４月

第３回大会を５月14日に開催します
来る５月14日（土 、本学会の第３回大会が東京・上智大学で開催されます 「新しい戦略論」を共通テーマとし、） 。
野中郁次郎氏（一橋大学大学院教授）の基調講演から始まり、12名の会員の研究発表、そして土門周平氏（本学会
会長）の特別講演まで、ほぼ１日の充実した内容です。詳細は同封の「大会案内」をご覧下さい。
会員の皆様はもちろんのこと、非会員の方もお誘い下さい 「大会案内」がさらに必要な方は事務局にご連絡下さ。
ればお送りします。

年報『戦略研究』論文募集について

前号のニューズレター（ .10）で年報の編集方針No
の詳細を掲載しましたが、会員の皆様の積極的な投稿
をお待ちしています。

第３号（共通テーマ「新しい戦略論――経済・経営
、 」） 。戦略 環境戦略を中心として の です締切は５月10日

。今からでも間に合いますので是非挑戦してみて下さい
また、以前にもお知らせしたように、今後の方針と

しては、会員の皆様の関心事項等を勘案しながら 『戦、
略研究』第４号以降は徐々にテーマを絞り込み、１冊
の本として成立するように配慮するつもりです。もち
ろん、その場合も「自由論題」の枠は常に確保してあ
りますので、是非挑戦してみてください。

以下は第４号以降の「共通テーマ」です。

第４号「戦略文化――主要諸国の比較考察」
第５号「日本流の戦争方法――戦略思想の創始者｣

テーマの選定に際しては、理論、歴史、地域研究な
どの融合を図れるよう考慮します。また、会員の皆様

、 、 、の主たる関心領域である国際関係学 歴史学 経済学
、 、 、 、 、経営学はもとより 考古学 心理学 生物学 環境学

平和研究など 「学際」的な年報を目指せるよう考えま、
す。同時に国際的な評価に耐え得る年報にするため、
国外からの投稿を積極的に受け付けるとともに、研究
者の育成のため、大学生・大学院生などの若手研究者
を意識的に登用することで研究・編集委員会は作業を
進めております。なお、第６号以降の共通テーマに関
して良いアイデアがございましたら事務局までご一報
下さい。

書評論文・書評、ヒストリオグラフィー、そして文
献紹介の投稿も大歓迎です。

文献紹介のみ です。投稿される方は紹７月31日締切
介文献を５月末日までに事務局にお知らせ頂ければ幸
いです。

投稿要領は、年報第２号、ニューズレター .10にNo
掲載してありますので参照して下さい。

企画・プロジェクト募集のお知らせ

「 」研究・編集委員会の 企画・プロジェクト小委員会
では、今後の学会の企画・プロジェクトに関して会員
の皆様のご提案をお待ちしております。

、 、 『 』戦略研究学会は今後 基本的には ① 戦略論大系
シリーズ第２弾及び第３弾の出版、②より一般向けを
対象とした小冊子の出版（例えば山川出版社から刊行
されている「リブレット」のような 、そして、③外国）
語で書かれた基本文献の翻訳シリーズ、の三本柱で出
版計画を考えていこうと思っております。

①に関しては、既に全巻出版された『戦略論大系』
に続く学術文献を出版することが、学会としての急務
となっております。また、②に関しては、少しでも若
手研究者にチャンスを提供しようという目的から作ら
れた構想ですので、会員の皆様におかれましては失敗
を恐れず是非挑戦してみて下さい。最後の③に関して
は、国外における戦争史及び安全保障関連の先行研究
を、戦略研究学会でどうにかして一つのまとまったシ
リーズで出版したいというのがもともとの発想です。

つきましては、以上の３つの方針以外によいアイデ
アをお持ちの会員の方がいらっしゃいましたら、その
案を 文書で提案していただきたいと思４月20日までに
います。また、先に述べた三本柱で戦略研究学会の今
後の出版を考えていくことが決定されれば、会員の皆
様に次にお願いしたいことは、この三本柱それぞれに
関する企画書を積極的に提出していただきたいという
ことです。Ａ４サイズで１～２枚で結構ですので、そ
のタイトルや目的、さらには執筆候補者名や章立てな
どを事務局まで提出していただければ、それを「企画
・プロジェクト小委員会」で審査し、その採否を決定
致します。

戦略研究学会もその創設から数年を迎え、新たに飛
躍する時期になりました。会員の皆様にはご理解をい
ただきますとともに学会の出版計画に積極的に参加し
ていただければ幸いです。研究・編集委員会も全力を
あげて努力する所存ですので、会員の皆様のご協力を
賜りますようお願い申し上げます。
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「部会」募集のお知らせ

「 」研究・編集委員会の 企画・プロジェクト小委員会
では、平成17年度以降の「部会」の開催を募集致しま
す。

部会は、会員の皆様のなかで同じような研究領域に
関心を抱く者が集まり、定期的に勉強会を行なうもの
です。従来より募集の呼びかけをして参りましたが、
残念ながら一部の部会を除いてあまり積極的に活動し
ているとはいえないのが現状です。そこで「企画・プ
ロジェクト小委員会」では、平成17年４月より新たに
開催予定の部会を改めて募集致します。ご関心のある
方は、部会のテーマ、目的及び使用する基本文献など
をＡ４判１枚程度で事務局まで提出して頂ければ幸い
です 「企画・プロジェクト小委員会」でその採否を決。
定いたします。

なお原則的には部会には、会員であればどなたでも
参加することはできますが、それぞれの部会が目指し
ている目的やレベルに応じて、当然ながら全員のご希
望に添えないことも考えられます。その基準などにつ

、 、いては部会の責任者に一任しておりますので この点
何卒ご理解いただければ幸いです。

提出して頂いた計画が認められれば、部会を開催し
て頂くことになりますが、毎年度末には 「企画・プロ、
ジェクト小委員会」に対して、そしてニューズレター

。 、に簡単な活動報告を書いて頂くことになります また
部会の研究成果物につきましては、それが著書であれ
翻訳であれ、原則的には学会の刊行物として出版する
ことを目標にして頂きます。もちろん、その成果物が
学会の求める水準に達していないと判断されたときに
は、その限りではありませんので、この点も十分にご
理解いただきたく存じます。

。会員の皆さんの積極的な参加をお待ちしております

会員動向
（平成17年１月～３月） ※敬称略■新入会員

赤木完爾 大島信三 近藤重克 庄司潤一郎

高野一郎 多和田眞一 富川英生 森田吉彦

柳澤 潤 山本嘉夫 弓削欣也 横沼 実

吉崎知典

（平成17年１月～３月） ※敬称略■退会者

磯 勝次 川端弘行 黒澤嘉幸 近松洋男

日高安則

新年度の年会費の納入をお願いします
同封の振替用紙の会員種別欄にチェックのうえ、ご送金下

さるようお願い申し上げます。なお住所・所属先が変更に

なった方は、年会費送金の際、その旨付記して頂ければ幸

いです。とくに、卒業・就職などにより「学生会員」から

「正会員」に変更される方はご注意下さい。

★４月18日より事務局が右記に移転します。

電話・FAXは変わりません。 戦略研究学会事務局

㈱芙蓉書房出版内113-0033東京都文京区本郷3-3-13

03 3813 4466 03 3813 4615TEL - - FAX - -
E-mail:GZC @nifty ne jp05476 . .


